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〇 「薬薬連携」とは、薬局薬剤師(保険薬剤師)と病院薬剤師が「服薬情報等提供書(トレーシング
レポート)等」を活用し、患者の服薬情報を共有することで、外来入院を問わず、薬による治
療が安全に行なわれるようサポートする体制のことであり、改正医薬品医療機器等法（令和２
年9月1日施行）により努力義務が制定された。

○ 令和２年末のKPI指標によると、患者の服薬状況等を医療機関にトレーシングレポート等に
より提供したことがあると回答した薬局:38.2％（全国:47.1％）

〇 これは、薬局と病院との間において、病院が薬局に対して求めている情報の共有ができていない
ため、薬局薬剤師がトレーシングレポートを作成できないことが原因として考えられる。

医療機関連携薬局の活用（薬薬連携推進事業）<令和３～５>

〇 患者の服薬状況等の一元的・継続的な把握を進め、質の高い医療を提供していくために、薬薬連
携の推進を図る

・都薬剤師会、都病院薬剤師会及び都医師会で構成される薬薬連携推進協議会において、地域事情に
合わせた事業計画・マニュアル（レポートモデル）を策定し、事業の進行管理を行う。

・地区薬剤師会は、当該マニュアルに基づく研修会を実施し、各薬局・病院間の情報共有・理解の向
上を図る。

・協議会は、地区薬剤師会から報告を基に課題を分析し、全医療圏へフィードバックする。

薬局から病院へ積極的に服薬情報等を
提供できる環境を整備
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